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　シニアプログラミングネットワークというコ
ミュニティで「はじめてのScratch部屋」のお手
伝いをしている数野と申します。今回は、2023
年1月に行われた「シニアプログラミング発表
会」第4回での発表作品を紹介します。

回数を重ねるごとに
成長していく発表会

　シニアプログラミングネットワークは、現在
もテレビCMに出演し、世界でも最高齢アプリ
開発者として有名になった若宮正子さんにプロ
グラミングを教えた小泉勝志郎代表が運営して
いるコミュニティです。今年も数多くのシニア
の方々が集まり、プログラミングを使ったアプ
リ開発に日々挑戦されています。
　シニアプログラミングネットワークでは、シ
ニアの方々がご自身で作ったアプリの成果を定
期的に発表する場として、YouTubeのライブ配
信を活用した「シニアプログラミング発表会」を
開催しており、第4回目も6名のシニアの方々
が登壇してくださりました注1。今回の登壇者は過
去にも発表経験のある方が多かったのですが、
AIや機械学習を使ったオリジナリティのある事
例や、昨年までの挑戦からさらなる分野に手を
伸ばした新しい挑戦をした発表内容となってお

注1）	第4回目の発表のアーカイブは次のリンクからご視聴いた
だけます。

	 https://youtu.be/4jDVRySLGaw

り、登壇者のみなさんも回を重ねるごとに成長
を実感できるとてもすばらしい発表会だったと
思います。
　それでは、どのような発表であったかをこれ
からひとつひとつ簡単に説明していきたいと思
います。

登壇者の発表内容

園田真理子さん　〜AI「画像認識」
の活用事例〜

　ITコーディネーターや税理士の経験をお持ち
の園田さんが発表されたのは、健常者と病気を
持っている人を判定する「AI画像認識」の活用
事例です（図1）。はじめはTeachable Machine
というAIツールに猫や犬の動物の画像をいくつ
か学習させて、ある動物の画像を見せたときに
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	◆図1　園田真理子さんの発表についてのグラレコ
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どの動物の画像と似ているかといった判定をさ
せます。その結果で似ているパーセンテージの
高い動物が「ほぼその動物である」といったよう
に特定していくしくみです。
　正解のものは90％以上似ている結果となるこ
とや、自身の写真とご家族の写真を照らし合わ
せて「自身は父親に似ているのか？母親に似て
いるのか？」といった判定までできるといった
点が、個人的にはとても新鮮でした。筆者も子
供が妻と自分のどちらのほうが似ているのか気
になるときがあります。このAIの画像認識を
使って一度試してみたいと思いました。またす
でに警察などが犯人特定をする際には活用され
ていそうな内容であり、そのしくみを個人でも
こうして活用ができる時代になったのかととて
も衝撃を受けました。

宇田豊和さん　〜機械学習による雲
海の自動検出アプリ〜

　次にご紹介いただいたのは鈴木富司さん（後
述）の弟子と名乗る宇田さんです。宇田さんは
ライブカメラと機械学習をうまく組み合わせて
ご自身の趣味である「秩父の雲海」を見逃さずに
現地へ向かうことのできるしくみを作成されま
した（図2）。秩父の雲海は自然現象ということ
もあり、見に行こうと思ったときに都合よくそ
の景色にお目にかかれるような代物ではありま
せんし、雲海が発生するのは明け方が多く、夜
中までライブカメラを監視していられません。
そこで、あらかじめ機械学習で雲海を学習させ、

「秩父雲海カメラ」というライブカメラが雲海を
検知したタイミングで通知が届く iPhoneアプリ
を作ったそうです。
　これは監視や防犯システムとしても活用され
ていそうな技術に感じました。こちらも個人の
プログラミングで構築できてしまうことにとて
も衝撃を受けました。みなさんのすばらしいア
イデアと実行力に驚かされるばかりです。

今井裕さん　〜Scratchでできた
こととアプリで実現したい夢〜

　今井さんは、筆者の担当している「はじめて
のScratch部屋」で昨年まで毎月ご一緒していた
方です。シニアプログラミングネットワークに
来られたばかりの当初はプログラミング経験の
ない初心者でした。しかしScratchを用いたア
プリ開発を少しずつ進めることで発表会に出る
までに徐々に成長されました。
　今回の発表では、「これまではScratchで制作
していた『楽しい英文50題』というアプリを、
商用リリースできる iPhoneアプリで実現してい
くといったさらなる夢をいだくようになった」
という、「実際に行動に起こしている過程の姿」
と「これからの課題」について話してくださいま
した（図3）。
　今井さんの発表は「これから挑戦してみたい
けど難しそう」と思っている方々の心理的ハー
ドルを下げることにつながり、今井さんのよう
に自分も挑戦してみようと思っている方々の背
中を押してくれるような温かいお話に感じまし

	◆図2　宇田豊和さんの発表についてのグラレコ 	◆図3　今井裕さんの発表についてのグラレコ
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た。発表を聞いた筆者も、この先今井さんが夢
を実現する瞬間（「iPhone」アプリとしてリリー
スされる日）が待ち遠しいです。

林洋子さん　〜子供のためのScratch
「フォニックスとスピーキングテスト」〜

　JICA日本語指導員の経験をお持ちの林さん
は、これまでも「日英語プログラミング」など
Scratchを使った学習アプリを開発されていま
す。昨年も発表会に登壇されましたが、今回は、
近年英語学習で注目されるようになった、子供
に「英語スペル」と「発音」を正しく教える方法
であるフォニックス（Phonics）に着目し、イラ
ストをクリックすると「音声」と「綴り」が表さ
れるアプリを発表されました（図4）。
　現在、日本のスピーキングテストでは受験者
から不満の声も上がっています。今年から東京
都でも英語の文章をヒアリングする力が問われ
ており、都立高校などの子供たちにとても必要
になってくるスキルなのだそうです。英語を教
える専門家として英語学習の課題に対してプロ
グラミングを活用して改善していこうとする林
さんの基本姿勢にはいつも頭が下がる思いです。
これからも林さんの挑戦に目が離せません。

芳野洋一さん　〜徳川家康クイズ〜

　芳野さんは、ご自身の地元である岡崎市が舞
台となっている今年の大河ドラマ『どうする家
康』からインスピレーションを得て、Scratchで
「徳川家康」に対するクイズアプリを作成された

そうです（図5）。このアプリでは「初級」「中級」
「上級」とレベルを選択して始められるように
なっています。当日の発表会では、アプリ作成
者である芳野さんからご指名を受けた筆者が「徳
川家康」のクイズを実際に回答していくといっ
た楽しいやり取りがありました（YouTubeから
もご覧いただけます）。筆者は結果として合格ラ
インに満たなかったため「出直してまいれ～」と
徳川家康にお叱りをいただいてしまいましたが、
歴史的背景の説明などもあり、わかりやすく楽
しく「徳川家康」勉強ができました。『どうする
家康』が好きな方はドラマの前後でクイズに挑
戦し、理解度チェックに活用してみてはどうで
しょうか。なかなか難しい問題もありますので
100点を取れたらかなりの「徳川家康通」の方だ
と思います。

鈴木富司さん　〜入院時に考えた
iPhoneアプリ「オシッコ回数記録」〜

　最後の発表を飾ったのはシニアプログラミン

	◆図4　林洋子さんの発表についてのグラレコ

	◆図5　芳野洋一さんの発表についてのグラレコ

	◆図6　鈴木富司さんの発表についてのグラレコ
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グネットワークの顔でもある鈴木富司さんの発
表です。富司さんは74歳からプログラミングを
始めて今年88歳という年齢になろうとされてい
るのですが、その間になんと10本もの iPhone
アプリをリリースし、2冊のSwiftUIの本を出
版されるなど、高い実績を誇る凄腕のアプリ開
発者です。今回、鈴木さんからご紹介いただい
たのは最近リリースされたシニアの方でもオシッ
コの回数を簡単に管理できるといったアプリで
した（図6）。
　鈴木さんは常日頃からご自身の生活の体験を
もとに同じ境遇を体験されているシニアの方々
に寄り添ったアプリを考案され、これまでも数々
のお助けアプリを開発されてきました。今回も
鈴木さんご自身が入院生活をされた際の経験を
もとにシニアの方々が「すぐ開いたら使えるア
プリ」を目指して作成されたアプリなのです。鈴
木さんのすごいところは入院というマイナスの
境遇をプラスの発想として転換できる点にあり
ます。こうして鈴木さんの作ったアプリが少し
でも多くのシニアの方々の手元に届き、日々の
生活の中で有効的に活用されていくといいです
ね。

おわりに

　今回の「シニアプログラミング発表会#4」で
も、とてもすばらしい作品の数々を発表者の方々
からご紹介いただきました（図7）。司会を務め
た筆者もみなさんの発表を拝見し、そのアイデ
アと何歳になっても成長に向けて挑戦する姿に
いつも勇気と感動をいただいています。
　筆者もお手伝いをしているシニアネットワー
クもくもく会（毎月開催）では、素敵なシニアの
方々とZoomを使ってお互いの作品を発表し合っ
たり、現在作成中のアプリの相談をし合ったり
と和気あいあいな雰囲気でみなさんと一緒に楽
しくプログラミングを勉強しています。このよ
うに素敵なシニアの方々との交流を図ることに
意味を感じ参加される若い方も増えてきていま
すので、興味をお持ちいただけましたらぜひ一
度遊びに来てみてください。こちらの記事をご
覧になったみなさんのご参加を心よりお待ちし
ています。
　また、この記事で興味を持たれましたら登壇
者のみなさんの発表（注１参照）も併せてご覧い
ただけましたら幸いです。ﾟ

	◆図7　当日のシニアプログラミング発表会の様子


